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第
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婚
式

　闇
夜
に
光
る
炎
の
輪

　伝
統「
谷
山
の
火
回
し
」

生
誕
150
年
金
子
直
吉
翁
た
た
え
る
祭
り
を
開
催
し
ま
す

　高
知
家
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

阿部豊繁さん（百川内）作製のかかしで、林道を通る人の目
を楽しませています。
以前に作ったものの評判が良くて面白いからというのが作
製理由だそうです。
（場所：大西地区　林道下土居・桧谷線沿い）



《3》 広報によど川 10月号 広報によど川 10月号 《2》

特　集 いたわり合い、苦楽紡いだ５０年　　　　今あなたに伝えたい…「苦労かけた ありがとう」
５０年前(結婚当時)の出来事 　９

月
１
日
、
県
内
６
会
場
で
「
第
59
回
金
婚
夫

婦
祝
福
式
典
」
（
高
知
新
聞
社
、
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放

送
な
ど
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
５
２
５
組
が
参
加

し
ま
し
た
。

　仁
淀
川
町
か
ら
も
７
組
の
ご
夫
婦
が
グ
ラ
ン
デ

ィ
ー
ル
（
土
佐
市
）
で
行
わ
れ
た
式
典
に
出
席

し
、
半
世
紀
の
苦
楽
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
当
時

を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　半
世
紀
の
出
来
事
を
紹
介
す
る
映
像
が
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、
参
加
者
は
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
、
そ
の
後
も
舞
台
上
の
祝
舞
や
音
楽
演
奏

を
楽
し
み
、
互
い
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
50
年
を
振

り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　今
回
の
金
婚
式
の
出
席
者
で
も
あ
る
藤
原

武
一
さ
ん
（
川
口
）
が
、
金
婚
式
に
寄
せ
る

思
い
を
次
の
よ
う
に
つ
づ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

ふ
る
里
の
山
に
向
い
て

　過
ぎ
去
り
し
夢
を
た
ず
ね
る

け
が
れ
な
き
野
の
花
は
胸
染
め
し
夕
焼
け
は

　今
も
変
わ
ら
ず
に

ふ
り
向
け
ば
五
十
年
越
え
て
き
た
山
坂
よ

　夢
は
ま
だ
ま
だ
明
日
に
つ
づ
く

短
い
よ
う
で
長
か
っ
た

藤
原

　武
一

　
今
年
の
金
婚
夫
婦
が
将
来
を
誓
い
合
っ

た
の
は
、
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
年
）
。

日
本
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
真
っ
た
だ

中
。
「
三
種
の
神
器
」
（
電
気
洗
濯
機
、

冷
蔵
庫
、
白
黒
テ
レ
ビ
）
は
普
及
が
進

み
、
国
民
が
憧
れ
る
豊
か
さ
の
象
徴
は
、

「
３
C
」
（
ク
ー
ラ
ー
、
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
、
カ
ー
）
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日
し
、
テ
レ
ビ
の
中

で
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。

加
山
雄
三
の
「
君
と
い
つ
ま
で
も
」
が

ヒ
ッ
ト
。
ま
た
、
県
内
で
は
「
南
国
産
業

科
学
大
博
覧
会
」
が
盛
大
に
開
か
れ
、
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
も
吹
き
飛
ば
し
、
新
婚
夫
婦

に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
年
で
し

た
。

藤
原
武
一
さ
ん
・
節
子
さ
ん

（
川
口
）

第
59
回 

金
婚
式

※写真下はお二人からのメッセージです
①夫から妻へ　②妻から夫へ　③二人から（一部抜粋）

大石町長と参加者全員で記念撮影（土佐市・グランディール）

①泣いて笑って５０年、雨の日、風の日想定できないこ
ともありました、健康第一にこれからの日々を有意義
に過ごしてください。ありがとう。

②いつも思いやりに感謝しております。健康に留意して
これからもよろしくお願いします。ありがとう。

掛
水
光
政
さ
ん
・
笑
子
さ
ん

（
森
山
）

①ここまでこれたのは、おまえのおかげ。これからも二
人元気で頑張ろうね。

②新婚のころは、私が引っ張って支えていこうと思った
ことでしたが、いつの間にか引っ張られ、ようようつ
いてきました。５０年間本当にありがとう。

上
岡
一
男
さ
ん
・
佐
津
子
さ
ん

（
津
江
）

③優しい二人の子どもにも恵まれ、幸せな５０年間でし
た。これからも、子どもたちには迷惑をかけると思い
ますが、夫婦二人で身体に気をつけて一日でも長く元
気で生きていきたいと思います。

川
村
好
清
さ
ん
・
昭
美
さ
ん

（
下
名
野
川
・
向
）

①自分は、人生独身で暮らすつもりでしたが、家内と出
逢い、大変苦労や心配をかけたけれど4人の子ども
にも恵まれ、家内には両親や子どもの世話をしてくれ
たことに感謝しております。これからは、身体に気を
つけのんびり暮らしたいと思います。

矢
野
喜
一
郎
さ
ん
・
範
子
さ
ん

（
藤
ノ
野
）

②結婚して５０年振り返ってみると楽しかったことばか
り思い出します。一番の思い出はハワイに旅行したこ
とです。今度、金婚旅行でも考えてみましょうか…。
わがままな私ですが、あと少しよろしく付き合ってくだ
さいね。

大
石
武
志
さ
ん
・
喜
美
子
さ
ん

（
西
条
）

①がむしゃらに生き抜いてきた５０年。あっという間に
過ぎた５０年。この間には3人の子どもにも恵まれ、
各々が穏やかに暮らせていることは、妻「きみちゃ
ん」のおかげと、深く感謝しています。
②高知市より、別枝へ嫁いできました。つらいこと楽し
いこともありましたが、振り返ると５０年の月日が流
れておりました。これからは共に旅行にも出かけて
「たけちゃん・きみちゃん」と呼び合いながら、仲良
く元気に暮らせることを願っています。

野
々
宮
輝
雄
さ
ん
・
正
子
さ
ん

（
西
古
城
山
）

①５０年もの長い間、支えてくれたおかげで、二人の金
メダルを頂けたがです。とにかく世界で一番感謝し
ちゅうがはマー子だけじゃきね。頼むぞね。これから
もず～っと！！
②結婚して５０年。長いようで短い月日でした。自分の
ことより人のためにと思う気持ちの人。心優しい、そ
んな人。これからも、お互い元気で一緒に仲良く生き
ていこうね。



《5》 広報によど川 10月号 広報によど川 10月号 《4》

盛り上がった水鉄砲大会

大盛況の大抽選会鳴子踊りの様子最後のキャラバンバン

今年も、もちまきで開幕しました

　今年も谷山大師堂で伝統行事「火回し」が行われまし

た。夕方、辺りが薄暗くなると、約３ｍのロープに束ね

られた松明に火をつけ、西方（浄土）に向かって回し始

めます。

　谷山の火回しの起源は、嘉永4年(1851年)、流行病で亡

くなった多くの子どもや老人の霊を迎えるために、谷山

の人々が｢ここが谷山ぞ、帰ってこいよ｣と火回しを行っ

たことが始まりといわれています。（掛水一公 著『仁淀村の歴史発見』より）

　松明は、ビューンビューンと力強く大きく円を描きながら、一つが燃え尽きると次の松明と、リレーの

ように回されます。

　今年も地区内外から約４０人が集まり、２０年ぶりに回したという方もいました。

　闇の中、小さな火の粉を散らせながら光る炎の輪に見とれながら、各々の祈りを込めていました。

谷山の火回し
～闇夜に光る炎の輪～

8
15

　第３０回茶霧湖まつりが仁淀川町宿泊施設｢秋葉の宿｣運動広場で開

催されました。

　今年も木工教室、もちまきで幕を開け、大抽選会のほか、盆踊りな

どが行われました。また、今年で終了となる「歌って走ってキャラバ

ンバン」仁淀川町仁淀大会も開催され、会場は多くの家族連れでにぎ

わいました。祭りの最後を飾る花火大会では、間近で上がる迫力ある

音と色とりどりの花火が観客を魅了しました。

　旧吾川中学校グラウンドで、大崎夕涼み大会が開

催され、多くの来場者でにぎわいました。当日は、

晴天の下、池川小学校の児童や池川中学校の生徒た

ちも元気いっぱいに鳴子踊りを披露。その後、大崎

保育所の園児もかわいい踊りなどを披露してくれま

した。また、アメゴのつかみ取りや水鉄砲大会も行

われ、親子ともに笑顔があふれました。大会を締め

くくる花火大会では、夜空に打ち上げられた大輪に

観客から大きな歓声が上がっていました。

茶霧湖まつり8
16

大崎夕涼み大会8
20

かわいい踊りを披露した保育園児 夏の最後を彩る花火

たいまつ

はやり やまい

　金
子
ほ
ど
時
間
を
惜
し
ん
だ
人
も
い
な

い
で
し
ょ
う
。
月
の
う
ち
半
分
は
列
車
の

中
で
、
ま
さ
に
東
奔
西
走
、
鈴
木
商
店
を

日
本
一
の
企
業
集
団
に
す
る
た
め
そ
の
一

生
を
捧
げ
ま
し
た
。
金
銭
に
は
無
頓
着

で
、
亡
く
な
っ
た
時
は
わ
ず
か
な
貯
金
通

帳
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
夫
人

は
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
俳
人
で
し
た
。
「
せ

ん
女
」
と
号
し
、
「
夏
草
」
と
い
う
句
集

を
残
し
て
い
ま
す
。

　婦
唱
夫
随
で
金
子
も
数
多
く
の
俳
句
を

残
し
ま
し
た
。
「
初
夢
や
太
閤
秀
吉
ナ
ポ

レ
オ
ン
」
な
ど
と
い
っ
た
気
宇
壮
大
な
句

を
詠
む
か
と
思
え
ば
、
敗
残
の
身
を
悔
し

が
っ
て
、
「
落
ち
武
者
の
世
を
遁
れ
た
る

炬
燵
か
な
」
と
身
を
す
ぼ
め
て
生
き
る
姿

も
詠
み
ま
し
た
。
二
男
の
武
蔵
が
東
大
を

出
た
ば
か
り
で
『
ヘ
ー
ゲ
ル
論
』
を
出
版

し
た
時
の
句
は
「
蝉
鳴
く
や

　樹
下
の
老

爺

　つ
ん
ぼ
な
り
」
と
自
嘲
気
味
で
し

た
。
自
称
〝
質
屋
総
合
大
学
〞
出
身
で
読

書
好
き
の
金
子
で
も
ヘ
ー
ゲ
ル
は
歯
が
立

た
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　明
治
27
年
、
店
主
岩
治
郎
が
急
逝
し
ま

す
。
こ
の
時
閉
店
説
も
出
ま
し
た
が
、
夫

人
の
ヨ
ネ
が
強
く
存
続
を
希
望
し
た
の

で
、
カ
ネ
辰
鈴
木
商
店
の
の
れ
ん
は
残
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ヨ
ネ
が
親
族
会
議

の
席
で
店
の
存
続
を
希
望
し
た
本
当
の
理

由
を
語
る
の
は
死
ぬ
前
年
の
こ
と
で
す
。

「
ひ
ょ
っ
と
何
気
な
し
に
直
吉
の
方
見
た

ら
、
直
吉
が
今
に
も
泣
き
出
し
そ
う
な
、

必
死
な
目
ェ
で
、
こ
っ
ち
ゃ
を
じ
ー
ィ
と

見
て
ま
す
ン
や
。
あ
な
い
に
必
死
な
も
の

言
う
目
ェ
初
め
て
や
っ
た
わ
な
。
そ
の

目
ェ
に
縋
り
つ
か
れ
て
し
も
た
ん
や
な
。

直
吉
の
気
持
ち
が
な
あ
、
よ
う
わ
か
っ

て
、
店
や
め
る
、
て
云
え
な
ん
だ
―
」

（
島
京
子
編
『
黎
明
の
女
た
ち
』
）

　ヨ
ネ
は
直
吉
の
「
目
ェ
」
を
見
た
時
、

こ
の
店
を
閉
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

決
心
し
ま
す
。
そ
し
て
金
子
は
こ
の
恩
に

報
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
必
死
で
働
き
ま

す
。
金
子
の
俳
号
は
「
白
鼠
」
で
す
が
、

こ
れ
は
忠
実
な
家
僕
（
使
用
人
）
の
こ
と

で
す
。
金
子
は
終
生
鈴
木
家
の
奉
公
人
で

あ
る
と
の
思
い
を
貫
き
ま
し
た
。

　店
員
た
ち
は
み
な
ヨ
ネ
の
こ
と
を
「
お

家
さ
ん
」
と
呼
ん
で
敬
愛
し
ま
し
た
。
い

ざ
と
い
う
時
は
、
た
と
え
火
の
中
、
水
の

中
と
い
う
連
中
ば
か
り
で
、
「
お
家
さ

ん
」
に
手
足
の
よ
う
に
操
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。
ヨ
ネ
は
人
を
疑
う
こ
と
を
知
ら

ず
、
人
を
信
じ
て
任
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
中
で
も
金
子
直
吉
に
対
し
て
は
思
う

ま
ま
に
腕
を
ふ
る
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の
信

頼
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
鈴
木
商
店

が
三
井
三
菱
を
し
の
ぐ
巨
大
企
業
集
団
に

飛
躍
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　昭
和
13
年
５
月
６
日
、
ヨ
ネ
は
87
歳
で

他
界
し
ま
す
。
葬
儀
で
弔
辞
を
読
ん
だ
の

は
金
子
で
し
た
。

「
刀
自
ハ
イ
カ
ナ
ル
大
事
ニ
接
ス
ル
モ
自

若
ト
シ
テ
驚
カ
ズ
。
飽
ク
マ
デ
ソ
ノ
温
容

ヲ
失
ハ
ズ
、
我
等
ノ
過
失
、
失
計
ニ
起
因

ス
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
一
言
ノ
不
平
ヲ
言
ハ

ズ
、
毫
モ
是
ヲ
咎
メ
ズ
、
静
カ
ニ
ソ
ノ
事

態
ノ
収
拾
ニ
最
善
ヲ
望
マ
レ
タ
ル
モ
、
我

等
ハ
婦
人
ト
シ
テ
ソ
ノ
胆
ノ
大
ナ
ル
ニ
驚

ク
ト
同
時
ニ
、
我
等
ノ
失
敗
ヲ
寛
容
セ
ラ

レ
タ
ル
ソ
ノ
態
度
ニ
感
泣
ヲ
禁
ジ
得
ザ
リ

キ
」

完

　高
知
県
立
大
学
よ
り

　「
し
も
な
の
郷
」
現
地
実
習
の
紹
介

　高
知
県
立
大
学
で
は
、
域
学
共
生
の
理

念
の
も
と
、
昨
年
度
の
4
月
よ
り
共
通
教

養
教
育
科
目
と
し
て
「
地
域
学
実
習
Ⅰ
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
実
習
は
、
1
年

生
が
必
修
授
業
と
し
て
必
ず
受
講
す
る
も

の
で
、
今
年
度
も
県
内
各
地
24
カ
所
、
24

の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
実
習
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
そ
の
一
つ
、
「
金
子
直

吉
ゆ
か
り
の
地

“し
も
な
の
郷
の
魅
力
を

探
り
発
信
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
希
望

し
た
学
生
15
人
が
、
10
月
8
日
〜
10
日
の

2
泊
3
日
、
し
も
な
の
郷
を
拠
点
に
実
習

を
行
い
ま
す
。
実
習
最
終
日
の
10
月
10
日

は
「
生
誕
１
５
０
年

　金
子
直
吉
翁
た
た

え
る
祭
り
」
で
す
。
学
生
た
ち
は
、
地
域

の
魅
力
を
体
験
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
10

月
10
日
に
向
け
て
金
子
直
吉
に
つ
い
て
事

前
に
調
べ
た
り
学
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
活

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
な

か
っ
た
金
子
直
吉
と
い
う
人
物
像
に
迫

り
、
そ
の
時
代
背
景
や
、
歴
史
的
な
考
察

も
踏
ま
え
な
が
ら
ま
と
め
た
も
の
を
、
当

日
参
加
者
の
皆
様
方
に
で
き
る
だ
け
分
か

り
や
す
く
発
表
し
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　10
月
9
日
（
17
時
半
〜
19
時
半
）
は
地

域
の
方
と
の
交
流
会
も
し
も
な
の
郷
で
予

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

夫
唱
婦
随
で
俳
句
を
残
す

女
主
人
の
恩
義
に
報
い
る

経
済
界
のナ

ポ
レ
オ
ン
金
子
直
吉

経
済
界
のナ

ポ
レ
オ
ン
金
子
直
吉

文
・
鍋
島 

高
明

第
4
回
／
終

の
が

こ
た
つ

す
が

ご
う

と
が
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　金
子
直
吉
翁
は
今
年
6
月
、
生
誕

1
5
0
年
を
迎
え
ま
し
た
。
仁
淀
川
町

で
は
、
有
志
に
よ
る
金
子
直
吉
翁
を
た

た
え
る
会
が
今
年
5
月
に
発
足
。
今
月

10
日
に
『
生
誕
1
5
0
年

　金
子
直
吉

翁
た
た
え
る
祭
り
』
を
山
村
自
然
楽
校

し
も
な
の
郷
で
開
催
し
ま
す
。

　仁
淀
川
町
下
名
野
川
で
生
ま
れ
、
評

論
家
か
ら
「
経
済
界
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
」

と
英
雄
に
た
と
え
ら
れ
た
郷
土
の
偉
人

を
た
た
え
、
地
域
お
こ
し
を
学
ぶ
催
し

で
す
。

　「
金
子
直
吉
翁
を
た
た
え
る
会
」
が
仁
淀
川

町
内
外
の
有
志
に
よ
り
５
月
に
発
足
し
ま
し

た
。　会

の
目
的
は
、
仁
淀
川
町
で
生
ま
れ
た

　実

業
家
・
金
子
直
吉
翁
の
功
績
を
た
た
え
、
人
物

像
と
偉
業
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
先
人
に
よ
る
「
も
の
づ
く
り
」
「
人

づ
く
り
」
を
学
び
、
人
材
育

成
や
産
業
振
興
等
の
地
域
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　事
務
局
は
仁
淀
川
町
観
光

協
会
に
設
置
、
規
約
を
制
定

し
ま
し
た
。
上
記
の
役
員
構

成
で
運
営
、
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

　そ
の
活
動
は
金
子
翁
を
顕

彰
す
る
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
事

業
、
資
料
収
集
な
ど
継
続
的

に
実
施
し
ま
す
。
将
来
的
に

は
金
子
翁
の
銅
像
建
立
に
ま

で
発
展
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
会
の
経
費
は
補
助

金
お
よ
び
寄
付
金
で
賄
い
ま

す
。

　ぜ
ひ
と
も
本
会
の
目
的
と
活
動
に
ご
賛
同
く

だ
さ
い
。
会
は
、
趣
旨
に
賛
同
し
入
会
手
続
き

を
さ
れ
た
会
員
で
構
成
し
ま
す
。
入
会
用
紙
は

事
務
局
に
あ
り
ま
す
。
会
費
は
無
料
で
す
。

　た
く
さ
ん
の
方
々
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　　-------金子直吉翁をたたえる会役員------
会　長　 藤　﨑　源　彦（仁淀川町議会議員）
副会長　 大　野　敏　光（前仁淀川町教育長）
副会長　 中　西　二　三（しもなの郷運営委員会代表者）
理　事　 木　下　敦　子（高知県立大学 域学共生コーディネーター）
理　事　 高　木　幸　彦（仁淀川町観光協会会長）
理　事　 竹　本　雅　浩（仁淀川町教育長）
理　事　 西　森　文　明（高知県庁職員・元地域支援企画員（仁淀川町））
顧　問　 吉　原　　強　（元高知銀行取締役専務）
顧　問　 池　田　昭一郎（元高知新聞編集局次長）

金子翁から学ぶ地域おこし
　私たちが「金子直吉翁をたたえる会」を結成した理由は二

つあります。一つは町民に対して、あまり知られていない金子

直吉の魅力や実績を一緒になって学ぶとともに、翁が事業を

発展させるに至った思想や手法、特に「ものづくり」「人づく

り」をヒントにして、地域の発展を考える機会にしたい。もう一

つは町外に対して、生誕の地としての新たな魅力と情報を発

信し、交流人口の増加につながる新たな観光資源にしたい。

そして、この活動を地域おこしに発展させることを目的として

います。

今なぜ金子直吉翁なのか
　金子翁は神戸・鈴木商店の大番頭でした。明治・大正期、

三井および岩崎弥太郎の三菱と並ぶとともに一時期はそれを

もしのぐ世界的総合商社を築きました。

　次 と々工場の買収・新設などを行い、その敏腕ぶりは「日本

一の煙突男」と評されていました。昭和金融恐慌で破綻しま

したが、事業と人材を残し傘下の企業は現在も経済産業界で

数多く活動しています。

　４年前、元日本経済新聞記者・鍋島高明氏による高知新聞

連載『大番頭金子直吉―鈴木商店の栄光と挫折』によって功

績が紹介されました。そして今また、この４月からの神戸新聞

大型長期連載により「鈴木商店大番頭・金子直吉」が再び脚

光を浴びています。神戸港開港１５０年の企画です。

　神戸新聞では、神戸港開港150年を記

念して「巨大商社・鈴木商店」の軌跡を

たどる特集記事を今年4月より開始して

います。この連載は毎週日曜日に掲載し

ており、現在も続いています。以下は神

戸新聞3月6日記事からです。

遙かな海路 
巨大商社・鈴木商店が残したもの

　明治から昭和初期にかけて、神戸を拠

点にした日本最大の総合商社鈴木商店。

来年、神戸港が「開港１５０年」を迎え

るのを機に、その軌跡をたどる年間企画

「遥かな海路　巨大商社・鈴木商店が残

したもの」を、４月から始めます。

金子直吉翁たたえる祭り
生誕150年

金子直吉翁をたたえる会

会場：山村自然楽校　しもなの郷
10：00～15：30

総合司会　竹村志麻（テレビ高知アナウンサー）

（
金
子
直
吉
翁
・
太
陽
鉱
工
提
供
、下
名
野
川
と
合
成
写
真
）

鈴
木
商
店
本
店（
旧
み
か
ど
ホ
テ
ル
）

〜
鈴
木
商
店
写
真
館
〜

金
子
翁
、
神
戸
新
聞
連
載
で
再
び
脚
光

名
野
川
磐
戸
神
楽

「金子直吉翁をたたえる会」
ご入会をお待ちしています

10：00 開会
10：20 金子直吉の人物紹介／高知県立大学地域学実習Ⅰ
 （学生による研修発表）
11：00 基調講演① 玉岡かおる氏（『お家さん』著者）
 演題「近代日本を焚きあげた煙突男・金子直吉　

～発展と危機の歴史に学ぶ」
12：00 名野川磐戸神楽 演舞
  仁淀川町物産販売、町内商店のお弁当販売
13：00 基調講演② 鍋島高明氏（『鈴木商店大番頭 金子直吉』著者）
  演題「金子直吉の最大遺産」
13：45 朗読
 タイトル「金子直吉について　旧名野川小学校での勉強会再現」
14：00 パネルディスカッション
 「金子直吉の『ものづくり』『人づくり』から

学ぶ地域おこし」
 ・コーディネーター：宇都宮千穂（高知県立大学 准教授）
 ・パネリスト：玉岡 かおる（講演者）
 　　　　　   鍋島 高明（講演者）
 　　　　　   大原 栄博（池川木材工業（有））
 　　　　　   岸本 憲明（㈱ビバ沢渡）
 　　　　　   藤﨑 源彦（金子直吉翁をたたえる会会長）

金子直吉を題材とした著書の作家
二人による基調講演では、鈴木商店
は金子翁が入ったとき十数人で商い
をする神戸の砂糖商であったが、わ
ずか30年余りで日本一の巨大商社
にまで発展できたのはなぜか、金子
翁はいったいどのように手腕を振
るったのか。二人の専門家が全く
違った切り口で、この謎を解き明か
してくれます。

専門家と町内事業家による公開討
論のあと、会場に集まった全員での
意見交換を行います。

金子翁のリーダーシップと先見性、起業家精神などに学び、仁淀川町の地域おこしを目的とする町内の大きなイベ
ントです。盛り上げるため大勢の方々の参加を期待しています。

■問い合わせ　仁淀川町観光協会☎35-1333
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●お口の健康は、全身の健康に関係します！
　むし歯や歯周病になる原因は、私たちの口の中にある数千億個以上ともいわれ

る細菌です。プラーク（歯垢）はその細菌の塊で、歯と歯肉の間にすみついて、

歯をむしばんでいきます。

　歯を失う原因のトップは歯周病です。歯周病は、口の中だけにとどまらず、細菌が血液や肺に入り込ん

で全身に悪影響を及ぼします。動脈硬化、糖尿病、がん、肺炎などのほか、女性の場合は、妊娠も歯周病

を悪化させる原因になることがあります。

●歯周病を予防して身体の健康維持を！
　◎歯を失う原因の４割は歯周病。

　◎痛みがなくても歯周病チェックのため、半年に１回以上は歯科健診を受診しましょう。

●歯が喜ぶ生活習慣とは・・・
〇よくかんで食べましょう。

　よくかむことは、唾液の分泌を促進させます。唾液には、口腔洗浄作用、抗菌作用など、むし歯や歯周

病の原因菌を抑える働きがあります。

〇禁煙をしましょう。

　喫煙は、血管を収縮させ歯肉への血流を悪くします。

〇ストレスをためない生活を心がけましょう。

　ストレスは、唾液の分泌を妨げます。

☆☆☆☆☆☆妊婦歯科健診が始まりました☆☆☆☆☆☆
　　　　　高知県では無料で妊婦歯科健診を受診できるようになりました

対 象 者：高知県内の市町村に平成２８年８月１日以降に妊婦届出を行い、妊婦歯科健診受診券を交

付された方

 ※県外に転出された方は対象外です

受診医療機関：高知県歯科医師会員の所属する歯科医療機関

受診方法：妊娠期間中に１回受診できます

 ※安定期（１６～２７週）の受診をお勧めします

 ※ご希望の歯科医療機関へ、受診日時を予約し、当日は市町村で交付された受診券と母子 

　健康手帳をお持ちの上受診してください

健診内容：問診および口腔内診査

 ※むし歯の有無や歯周病の検査など

健診費用：無料

 ※健診の結果、詳細な検査や治療を必要とする場合は、改めて後日の治療となります

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

お口の健康を守るには！！

 今年は、啓発落語人の夢見亭

わっぱ師匠をお招きし講演を

していただきます。悪質商法

に、だまされない、被害に遭

わないために、楽しく学べる

悪質商法防止落語は高い評価

を得ております。

 テンポの良い語り口と絶妙な

間合いのお話と落語をぜひお

聴きください。

■日時 １１月８日（火）１０時３０分～１４時３０分

■場所 仁淀川町中央公民館　３階　会議室

■内容 １０時３０分～　開会・表彰・発表

 １３時００分～　講演【午後１４時３０分】

 《演題》「笑って学ぼう 身近な人権を」

 ～悪徳商法から身を守るために～

■対象　※午前の部は、申し込みいただいた福祉関係者

に限ります

 ※午後の講演は一般の方々も参加自由です

■問い合わせ　仁淀川町社会福祉協議会　☎35－0207

■日時　11月５日（土）～７日（月）
　　　　９時 ～17時

■場所　池川コミュニティセンター4F

　大ホール

■作品募集締切　11月2日(水)

■問い合わせ

　池川教育事務所　☎３４－２４８０

■日時 10月8日（土） 10時30分～17時

■場所 仁淀川町　大崎保育所前

■内容 ① 玄蕃まつり＆武者礼　10時30分～

 ② こども御輿　11時30分～

 ③ 鉄砲隊演舞　12時～、13時30分～

 ④ 玄蕃おどり　14時～

 ⑤ カラオケ　　15時～

 ⑥ もち投げ　　17時～

第10回
長者deキャンドルナイト

■日時　１１月５日（土）
■場所　仁淀川町長者

　集落活動センター「だんだんの里」周辺

　★イベント　　　　15時～21時

　★キャンドル点灯　16時40分

 

■問い合わせ

　 だんだんくらぶ会長兼事務局

　 ☎３２－２０２８（西森勇幸）

 

　主催：だんだんくらぶ

　協賛：高知大学

「星が輝くだんだんの里」で

ロマンチックな夜を過ごしませんか？

■問い合わせ 
　武田勝頼土佐の会　☎２０－２００３
　メール：kindsea@shirt.ocn.ne.jp　
　ブログ：http://terutosi.blog.fc2.com/

秋の陣　玄蕃
武田勝頼公祭り ２０１６

第１２回  仁淀川町健康福祉大会

イベント情報

池川文化祭展

■問い合わせ 仁淀川町保健福祉課 ☎３５－０８８８

 池川総合支所住民福祉課 ☎３４－２１１２

 仁淀総合支所住民福祉課 ☎３２－１１３２



■
応
募
資
格

　18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

（
平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
）

■
受
付
期
間
・
試
験
日
・
試
験
会

場
　受
付
時
に
ご
案
内
し
ま
す

■
処
遇

　所
要
の
教
育
を
受
け
て
、
３

カ
月
後
に
２
等
陸
・
海
・
空

士
に
任
用
。
陸
上
（
技
術
系

を
除
く
）
は
１
年
９
カ
月
、

陸
上
（
技
術
系
）
海
上
・
航

空
は
２
年
９
カ
月
を
１
任
期

と
し
て
任
用
（
以
降
２
年
を

１
任
期
）

■
問
い
合
わ
せ

　自
衛
隊
高
知
募
集
案
内
所

☎
０
８
８
・
８
２
３
・
２
０
０
６

■
職
務
内
容

　○
常
勤
講
師
（
期
限
付
講

師
）

　公
立
小
・
中
学
校
、
県
立
学

校
の
欠
員
・
産
休
・
育
休
・

病
休
等
の
補
充
職
員
と
し
て

勤
務

　○
非
常
勤
職
員
（
時
間
講

師
）

　高
等
学
校
の
教
科
・
科
目
の

授
業
時
間
の
み
勤
務

■
雇
用
期
間

　○
常
勤
講
師
は
、
欠
員
・
産

休
・
育
休
・
病
休
等
の
補
充

の
期
間
（
最
長
１
年
間
）

　○
非
常
勤
講
師
は
、
週
当
た

り
数
時
間
か
ら
十
数
時
間
ま

で
（
最
長
１
年
間
）

■
資
格

　採
用
時
に
お
い
て
有
効
な
教

員
免
許
状
（
臨
時
免
許
状
を

含
む
）
を
有
す
る
者

■
提
出
期
間

　10
月
3
日
〜
2
月
17
日

■
問
い
合
わ
せ

　

　高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　教
職
員
・
福
利
課

　

☎
０
８
８
・
８
２
１
・
４
９
０
３

　こ
の
度
、
隔
年
開
催
の
文
化

祭
「
佐
高
祭
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　本

年

度

の

テ

ー

マ

は

「S
a
k
a
w
a
H
ig
h
S
c
h
o
o
l 

H
e
a
rtla
n
d
P
ro
je
c
t

〜
佐
川

高
校
心
の
ふ
る
さ
と
企
画
〜
」

で
す
。
地
域
と
学
校
と
P
T
A

が
仲
良
く
手
を
携
え
た
イ
メ
ー

ジ
を
連
想
し
、
生
徒
た
ち
が
こ

の
テ
ー
マ
を
生
み
出
し
ま
し

た
。“

H
e
a
rtla
n
d
”

と
は
、

「
心
の
ふ
る
さ
と
、
心
臓
部

（
中
心
部
）
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。
佐
川
高
校
を
中
心

に
地
域
が
活
性
化
す
る
、
そ
ん

な
文
化
祭
に
し
た
い
と
い
う
願

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
日
時

　

　10
月
8
日
（
土
）

　10
時
〜
14
時

■
場
所

　

　高
知
県
立
佐
川
高
等
学
校

■
内
容

　ク
ラ
ス
の
模
擬
店
（
全
日
、

定
時
）
・
文
化
部
の
作
品
展

示
・
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
音

楽
、
吹
楽
、
太
鼓
）
・
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

地
域
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
な

ど　公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少

年
研
修
協
会
で
は
、
５
コ
ー
ス

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
海
外
生
活
を
通
し
て
交
流

を
体
験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

■
内
容

　ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ク
リ
ス
マ

ス
体
験
・
英
語
研
修
・
文
化

交
流
・
地
域
見
学
・
野
外
活

動
等

■
研
修
国

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ

ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

■
日
程

　12
月
24
日
〜
1
月
4
日
の
う

ち
６
〜
10
日
間

＊
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

■
対
象

　小
３
〜
高
３
の
方
ま
で

＊
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が

異
な
り
ま
す

■
定
員

　各
グ
ル
ー
プ
15
人

■
参
加
費

　23
万
8
千
円
〜
42
万
5
千
円

■
締
切

　11
月
2
日
（
水
）
＊
先
着
順

　（
10
月
26
日
ま
で
に
お
申
し

込
み
の
方
は
、
早
期
割
引
1

万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

　公
益
財
団
法
人

　国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
3
・
6
4
1
7
・
9
7
2
1

　四
国
財
務
局
に
は
、
借
金
を

抱
え
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の

た
め
の
「
相
談
窓
口
」
が
あ
り

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ

て
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど

の
法
律
専
門
家
へ
の
引
き
継
ぎ

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
受
付
時
間

　月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
及

び
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を

除
く
）

　９
時
〜
12
時
、
13

時
〜
17
時

■
相
談
方
法

　相
談
は
無
料
で
す
。
ま
ず
お

　電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　四
国
財
務
局

　

　多
重
債
務
者
相
談
窓
口

 

☎
０
８
７
・
８
３
１
・
２
１
５
５

　解
雇
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
賃
金
未

払
い
と
い
っ
た
職
場
の
問
題
で

お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、
国
や

県
な
ど
の
労
働
相
談
機
関
等
が

合
同
で
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
弁
護
士
、
社

会
保
険
労
務
士
、
司
法
書
士
と

い
っ
た
専
門
家
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
面
談
で
も
電
話
で

も
可
能
で
す
。
事
業
主
の
方
も

相
談
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時

　10
月
28
日
（
金
）
10
時
〜
16
時

■
面
談
場
所

　高
知
県
庁
北
庁
舎
（
高
知
市

丸
の
内
２
｜
４
｜
１
）

　※
受
付
は
４
階
、
高
知
県
労
働

委
員
会
事
務
局
で
行
い
ま
す

■
相
談
ダ
イ
ヤ
ル（
当
日
専
用
）

☎
０
８
８
・
８
２
１
・
４
６
６
１

　※
相
談
は
事
前
予
約
優
先
、

先
着
順
で
す

■
予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　高
知
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
８
・
８
２
１
・
４
６
４
５

■
予
約
受
付
期
間

　９
月
29
日
（
木
）
９
時
〜
10

月
27
日
（
木
）
12
時

＊
こ
の
ほ
か
、
高
知
県
労
働
委

員
会
事
務
局
で
は
、
随
時
ご
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

　高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
登

記
手
続
相
談
を
予
約
制
に
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

　登
記
手
続
相
談
を
利
用
さ
れ

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話

等
で
相
談
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
相
談
時
間

　30
分
以
内

■
相
談
料

　
　無
料

■
問
い
合
わ
せ

　高
知
地
方
法
務
局

　本
局
登
記
部
門
（
高
知
市
栄

田
町
２
丁
目
２
｜
10
） 

☎
０
８
８
・
８
２
２
・
３
３
３
１

広報によど川 10月号 《10》《11》 広報によど川 10月号

■■■お知らせコーナー■■■ ■■■お知らせコーナー■■■

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

平
成
29
年
度
高
知
県

公
立
学
校
臨
時
教
員
募
集

佐
川
高
校
文
化
祭

自
衛
官
等
採
用
試
験

無
料
合
同
労
働
相
談
会

登
記
手
続
の
相
談

多
重
債
務
相
談

小
学
３
年
生
〜
高
校
生
の

た
め
の
冬
休
み
海
外
研
修

交
流
事
業
　
参
加
者
募
集

仁淀川町商工会
お買い物支援サービス加盟
くすり・化粧品・塩・日用品

百 花 堂
高知銀行池川支店隣
☎20-2301

年内送料無料
サービス中！

朝11時までに注文すると代引きでその日に届く‼
広 告

車検のことならおまかせを！
　一度は電話ください。待ってます！

吾川自動車吾川自動車吾川自動車
電話 ３５-０７７８

営業時間　８：００～１８：００
定 休 日　日曜・祝祭日 第２・４土曜日
仁淀川町向口　代表者 宮崎　照夫

四運証　第80-1115号　トヨタ検定一級技能整備士(保有)
自動車検査員(有資格者)　自動車整備業賠償共済保険加入事業場

あなたのまちの車やさんあなたのまちの車やさん
広 告

　成人を迎えられる皆さま、おめでとうございます。

　下記の通り「仁淀川町成人式」を行いますので、ご案

内申し上げます。

■日　時　平成29年１月２日（月）13時～15時30分

■受　付　正午から　

■会　場　仁淀多目的研修施設　3階多目的ホール

　　　　　(仁淀川町森2572－1)

■対象者

　平成８年４月２日から平成９年４月１日までに生まれ

た方

　住民票が仁淀川町内にある方、町内の小中学校卒業

者には、直接案内状をお送りします。

　※上記以外で成人式に参加を希望される方は、１０

月末までに下記までご連絡ください。

■問い合わせ

　仁淀川町教育委員会 ☎３５－００１９

　池川教育事務所 ☎３４－２４８０

　仁淀教育事務所 ☎３２－１０４１

平成２9年
仁淀川町成人式のご案内

平成28年成人式の様子



《13》 広報によど川 10月号 広報によど川 10月号 《12》

　後期高齢者医療制度の被保険者の方を対象に、歯・歯肉の状態や口腔清掃状態をチェックし、

誤嚥性肺炎などの口腔機能低下を予防するため、無料で歯科健康診査を実施します。

　皆様のお口の健康状態を知る良い機会となりますので、後期高齢者の特性に合わせた歯科健診

を受けましょう。

■接種対象者　仁淀川町に住民登録がある

　　　　　　　接種日に満１歳～中学３年生

■接種ワクチン

　季節性インフルエンザワクチン

■実施期間　平成２８年１０月1日(土)～

 平成２９年１月３１日(火)

■助成額　全額

■実施場所  高知県内の委託医療機関

　町内：国保大崎診療所、安部病院、　　　　

　　　　酒井医院、西村医院

　※町外医療機関で予防接種を受けた場合は、

費用の全額を一旦医療機関窓口で支払い、後

日、「償還払い申請書」に記載された口座に

町から振り込みさせていただきます。手続き

の際に領収書が必要になりますので、ご用意

ください。

■接種回数　満１２歳まで：２回

　　　　　　満１３歳以上：１回

■対象者：高知県後期高齢者医療の被保険者の方
① 前年度７５歳年齢到達者（昭和15年４月１日～昭和16年３月31日生まれの方）には、事前に受

診券を送付いたします。

② ①以外の方は、申し込みにより健診を受けることができます。受診を希望される場合は下記までご連絡く

ださい。

＊ただし、長期入院中の方、施設等への入所者の方は対象外となります。

　（長期入院患者や施設入所の方は、すでに健康状態を把握され、医師や施設管理者等の

　  指導を受けていると考えられることから、歯科健診の対象となっていません）

■実施期間：平成28年10月１日～平成29年２月28日
■自己負担：実施期間内に1回のみ無料　※ただし治療が必要な場合は、別途費用がかかります
■実施機関：・町内（国保大崎診療所・中内歯科診療所）
　　　　　 ・町外（県内の実施機関一覧表は受診券とあわせて送付します。受診券発送前等の実

　　　　　　　　　   施機関の確認は、下記までお問い合わせください。）

■健診項目
・歯の状態（歯の本数、義歯の状態など）

・歯周組織の状態

・咀嚼力評価（かむ力）

・咬合の状態（咬み合わせ）

・口腔衛生、清掃の状態（歯垢の付着状態、自分で口腔清掃できるかなど）

・嚥下機能評価（だ液の飲みこみテスト）

・舌、唇機能評価（うがいができるか）

・その他、問診

　「健康パスポート事業」は、県民の皆さんに、気軽に楽しく

健康づくりに取り組んでもらうことを目的に始まりました。健

診など健康づくりに取り組み、３ポイントを貯めるとパスポー

トがもらえます。県内のスポーツ施設や飲食店などで提示する

だけで、割引やプレゼント等の特典が受けられます。

　仁淀川町では、総合健診（特定健診、後期高齢者健診、がん検

診）特定保健指導、乳幼児健診でポイントの提供を行います。

詳しくは、下記窓口または県専用ホームページ

URL：http//www.health-pass.pref.kochi.lg.jpをご覧ください。

■問い合わせ 仁淀川町保健福祉課 ☎35-0888

 仁淀川町町民課 ☎35-1088

 池川総合支所住民福祉課 ☎34-2112

 仁淀総合支所住民福祉課 ☎32-1132

歯っぴいスマイル歯っぴいスマイル
は

後期高齢者医療制度の歯科健診を受けましょう

～むし歯ゼロの3歳児～

下方 絢恵ちゃん（東村上）
あや め

山中 心愛ちゃん（相ノ谷）
ここ あ

下元 寿麿くん（田村）
かず  ま

９月１日に行った3歳児健診で、むし歯の
なかった元気なお子さんを紹介します。
これからもピカピカの歯を守ってね！

■問い合わせ
仁淀川町役場町民課　　　☎３５－１０８８

池川総合支所住民福祉課　☎３４－２１１１

仁淀総合支所住民福祉課　☎３２－１１１１

小児インフルエンザ
予防接種費用を助成します

■対象者　仁淀川町に住民登録があり、接種日に

　①６５歳以上の人

　②６０歳から６４歳までの人で、心臓、腎

　臓、呼吸器の機能に日常生活が極度に制限さ

れる程度の障害を有する方、及びヒト免疫不

全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほ

とんど不可能な程度の障害を有する方

■実施期間　１０月１日(土)～１２月３１日(土)

　　　　　　※委託医療機関の休診日を除く

■実施場所  高知県内の委託医療機関

　町内：国保大崎診療所、安部病院、　　　　

　　　　酒井医院、西村医院

　※町外については各医療機関にお問い合わせ

ください。

■接種料金  １,１００円

　※生活保護受給者の方は、「自己負担金免除

証明書」を提出すれば無料で接種できます。

事前に役場担当課へお問い合わせください。

■接種回数　上記実施期間内において1回

高齢者インフルエンザ
予防接種のお知らせ

■問い合わせ 仁淀川町役場保健福祉課 ☎３５－０８８８

 池川総合支所住民福祉課 ☎３４－２１１２

 仁淀総合支所住民福祉課 ☎３２－１１３２

高知家健康パスポート事業が始まりました。

そ しゃくりょく

こうごう

えん げ



広報によど川 10月号 《14》《15》 広報によど川 10月号

■■■お知らせコーナー■■■

行政相談週間 (10月17日㈪～23日㈰)
ご相談ください!  あなたのまちの行政相談委員へ！

　役場の仕事やサービスで、困っていること、分からないことがありましたら、総務省の行政相談を

ご利用ください。仁淀川町では、総務大臣の委嘱を受けた行政相談委員が「一日行政相談所」（無

料・秘密厳守）を開設しますので、お気軽にご相談ください。

「薬と薬の飲み合わせ、薬と食べ物のとりあわせ」、「高齢者の食事」について、下記の日程で健康

講座を開催いたします。皆様お誘い合わせの上、ご参加いただきますようお願いいたします。

　日　時：平成２８年１１月５日（土）１３：３０～１５：００
　場　所：仁淀川町中央公民館　３階　会議室
 薬と薬の飲み合わせ、薬と食べ物のとりあわせについて
 講師：熊井　俊夫 氏（聖マリアンナ医科大学大学院教授）

 高齢者の食事について
 講師：川島　由起子 氏（聖マリアンナ医科大学栄養部参与）
参加費：無料

　■問い合わせ　仁淀川町地域包括支援センター
　　　　　　　　☎３５－０８８０

　平成28年7月1日から、30歳未満を対象とした若年者納付猶予制度の対象年齢が拡大され、50歳未

満を対象とした納付猶予制度となります。

　国民年金保険料を未納のまま放置されると、将来の老齢基礎年金が少なくなるほか、万一の事故や

病気で障害が残ったときの障害基礎年金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族基礎年金が受けら

れない場合があります。所得が少ないなどの理由で保険料の納付が困難な場合は、納付猶予のほかに

免除制度等もありますので、仁淀川町役場町民課、または高知西年金事務所までご相談ください。

　なお、国民年金保険料の免除・納付猶予・学生納付特例の承認を受けられた期間がある場合は、保

険料を全額納めた方と比べて老齢基礎年金の受け取り額が少なくなります。10年以内であれば、後か

ら追納して受給額を満額に近づけることも可能ですが、その場合保険料免除・納付猶予を受けた期間

の翌年度から起算して３年度目以後は、当時の保険料に一定の金額が加算されます。

注：30歳未満の方については、申請時点から2年1カ月前の期間までさかのぼって納付猶予を申請でき

ますが、30歳以上50歳未満の方については、28年7月分以降の保険料が対象となり、28年6月以前の

期間については納付猶予を申請することはできません。

■
主
な
サ
ポ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー

▼
就
職
相
談
／
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
仕
事
に
関
す
る
専

門
的
な
相
談
員
）
が
就
職
の
た
め
の
相
談
、
対
応
を
し
ま
す
。

▼
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
指
導

▼
面
接
指
導
／
事
前
に
や
っ
て
お
く
と
便
利
な
模
擬
面
接
で
す
。

▼
職
業
適
性
検
査
／
所
要
時
間
10
分
程
度
の
適
性
診
断
で
す
。

▼
職
業
訓
練
情
報
の
提
供
／
県
の
職
業
訓
練
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

▼
し
ご
と
体
験
講
習
／
短
期
間
の
就
労
体
験
で
早
期
就
職
を
応
援
。

▼
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
／
専
門
講
師
に
よ
る
就
活
セ
ミ

ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

※
サ
ポ
ー
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。
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時
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　また、仁淀総合支所に設置している「行政相談ポスト」でも、投書で相談を受け付けていますので、お

気軽にご利用ください。※１０月１７日(月)には、専門の相談員の方も参加します。詳細は、１０月第１

木曜日の回覧文書をご覧下さい。

例えば、このような
お困りごとは
ありませんか？

日時

場所

行政
相談
委員

10月１４日（金）
１０時～１５時

仁淀多目的研修集会施設

片岡　和政
自宅 ☎32-1849

10月１７日（月）
１０時～１５時

中央公民館

尾崎　登代美
自宅 ☎35-0321

10月２０日（木）
１０時～１５時

池川保健福祉センター

山中　壽之
自宅 ☎34-2658

就
職
に
迷
っ
た
ら
、仕
事
に
困
っ
た
ら

若
者（
40
歳
未
満
）の
た
め
の

　
　
　就
職
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
」へ
！

食事と薬に関する健康講座の開催について食事と薬に関する健康講座の開催について

国民年金保険料納付猶予制度の
50歳未満への拡大について

■問い合わせ：仁淀川町役場町民課　☎３５－１０８８
　　　　　　  高知西年金事務所　　☎０８８－８７５－１７１７



地震に備えて家具を固定しましょう高吾北消防本部からのお知らせ

　現
在
高
知
県
後
期
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者
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務
所
が
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る
、
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、
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を
移
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皆
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に
は
ご
迷
惑
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す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
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す
。
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４
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８

　※
新
事
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で
の
業
務
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始
日
は
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平
成
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年
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月
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の
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。
な
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移
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・
Ｆ
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Ｘ
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号

の
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ん
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合
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移
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《17》 広報によど川 10月号 広報によど川 10月号 《16》

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ
■問い合わせ　佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０
※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします

準中型自動車免許を新設 (平成29年３月12日施行)
１.近年の貨物自動車の交通事故の実態を踏まえた運転免許制度とするため
 ①自動車の種類として『準中型自動車』
 ②免許の種類として『準中型自動車免許』が新たに設けられます。
２.改正後の車両総重量
 ①普通自動車(3.5トン未満)　②準中型自動車(3.5トン以上7.5トン未満)
 ③中型自動車(7.5トン以上11トン未満)　④大型自動車(11トン以上)の４区分になります
【導入の背景と効果】
死亡事故全体の3割強を貨物自動車が占め、特に｢3.5トン以上5トン未満｣が｢3.5トン未満｣の1.5倍。
この改正で貨物の大半を占める準中型免許の取得の際に安全対策が講じられます。
準中型は、18歳から取得できるので高卒者のトラック等の業務に就くことが可能です。

近年の改正道路交通法のポイント
75歳以上の運転者に対する認知症対策を強化 (平成29年６月16日までに施行)

１.更新時の認知症検査で｢認知症のおそれがある｣と判断されれば、医師の診断が義務づけら
れます。
２.認知機能が低下した場合に行われやすい違反行為(逆走、信号無視等)をした場合には
 ｢臨時認知機能検査｣が行われます。
  ①検査の結果｢認知症のおそれがある｣場合は医師の診断を受け
  　認知症と判断されれば免許の取り消し・停止。
  ②｢認知機能低下のおそれがある｣場合は｢臨時高齢者講習｣を受講。
  ③臨時認知機能検査を受けなかったり、臨時高齢者講習を受講しなかった場合は
  　免許の取り消しまたは停止の処分が行われます。

広 告

平成28年『秋の全国交通安全運動』が９月21日(水)から30日(金)まで行われました。
ご協力いただきました関係者の皆様、ありがとうございました。

～四国八十八ヶ所御砂踏法会～
平成28年10月28日 (金)
御砂踏法会　午前９時より
護摩祈祷　　午後２時より
参拝料２千円（納め札付き） 午後7時　終了

　救いを求めながらも巡拝のかなわぬ方々
も多く、又途中何らかの理由で断念された方
の為に、この一日代参お砂踏法会が出来まし
た。寺堂に於いて当日納め札を打たれたお札
は、来春本四国八十八ケ寺並びに高野山へ
納められます。

仁淀川町名野川 真言宗御室派
子安大師 法輪寺
お問合せ先　0889-36-0128

■問い合わせ　高吾北消防本部（署）☎26-2111　仁淀川分署☎35-0017



《19》 広報によど川 10月号 広報によど川 10月号 《18》

10月の予定行事   (仁淀川町母子支援事業)▲

７日(金) 10：00～12：00　小児科医の講話（子育て支援センター内）
 13：00～15：00　小児科医の相談会(中央公民館)　※個別相談は要予約▲

１３日(木) 13：30～15：00　子育て応援座談会（子育て支援センター内）
  講師　武内 見公（フリーアナウンサー武内有子）氏▲

１４日(金) 13：30～15：00　助産師のお話（子育て支援センター内）　　　　▲

２０日(木) 13：30～15：00　ママヨガ（子育て支援センター内）
■問い合わせ　仁淀川町地域子育て支援センター  (仁淀川町大崎158)　☎・FAX 35－0433

子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
仁淀川町母子支援事業は子育て中の方や妊娠中の方ならどなた
でも参加できます。
この機会にぜひ悩みや不安を解消し、楽しく子育てができることを
願っています☆

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　教育研究所の中に教育相談員がいるのをご存じですか？

子どもたちのことに関して悩み事や心配なことがあれば、

いつでも相談にのれる体制を研究所はとっています。

　大崎の中央公民館の２階に教育研究所がありますので、

いつでもおいでくださいね。

子どもの居場所づくり
　今回は、不登校生徒支援のための子育て支援センターに

ついてお知らせします。

　いろいろな事情で学校に行けなくなる児童生徒が、2014年度文科省の調査では小学校

0.39％（255人に１人）、中学校2.77％（36人に１人）、計1.21％（82人に１人）と年々増

加しており、本町でも大きな課題となっています。

　学校以外に子どもたちを受け入れる場所がなかったので、昨年度より子育て支援センターを

子どもたちの居場所にしました。大崎にある旧大崎小学校図書室ですので、遠いところの子ど

もにとっては交通手段がありません。そこで、公用車を利用して担当の者が送迎することがで

きるようにしました。

　決まったスケジュールがあるのではなく、子どもの気持ちに寄り添った支援ができるように

内容を考えていきます。

　

　今まで手芸（クリップ作り）や料理（クッキー作り）を

して、学校の先生や子育て支援員と一緒に楽しい時間を過

ごしました。

　学校まではハードルが高くて行けないけどここなら行っ

てみようかな、何かしたいなと思った時、遠慮せず研究所

か子育て支援センターにご連絡ください。

（教育相談員　山本 佐智子）

子育て支援センター

地域おこし協力隊がゆく

　皆さん、こんにちは。

　9月末で協力隊の3年の任期が終了いたしました。温かく受け入

れてくださった皆さまのおかげで、無事に3年間過ごせましたこと

を心より感謝いたします。

　仁淀川町に住んで、日々の暮らしが豊かになりました。身近で

採れた新鮮な野菜や美しい水、季節ごと時間ごとに移り変わる山

の景色、薪風呂や薪ストーブなど木のある暮らしを知りました。

　畑や田んぼも少しですがやっています。4年前の自分がイメージ

していた「自然に近い暮らし」が少しずつ現実になりつつありま

す。神奈川で満員電車で通勤していた頃に比べたら、確実に幸せ

な日々を過ごしています。

　これからが本番ではありますが、仁淀川町で山の恵みをいただき、あるもので暮らす豊かな暮ら

しを実践していきたいと思っております。

　今後も仁淀川町に住み「池川こんにゃく」の継承に取り組んでまいります。

　仁淀川町のこんにゃくは食文化です。昔から各家庭で作られていたごちそう。お祭りやお彼岸な

ど家族の思い出と共にある手作りのほんものです。

　「池川こんにゃく」にもご縁を感じずにはおれません。4年前に初めて仁淀川町に来たときにお

手伝いに行ったのですが、そのときにはまさか自分がこんにゃく作りをすることになるとは思って

もいませんでした。

　冬の早朝の芋洗いの作業や、大雪や台風などいろんなことがありましたが、こんにゃく工場の皆

さんがいてくださったからこそ続けることができました。この場をお借りして改めてお礼申し上げ

ます。また、町内の皆さまにもいつも池川こんにゃくをご購入いただきありがとうございます。今

後とも変わらぬお引き立てのほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　今後に向けて、工場の整備や機械の更新、スタッフの募集、こんにゃく芋の確保など課題もあり

ます。今年も昨年同様、こんにゃく芋の買い取りをさせていただきます。

　「池川こんにゃく」を目的に仁淀川町に来てもらえるようにしたいと考えております。

　また、町内でお会いした際にはぜひお声掛けください。

　３年間ありがとうございました！

ふる　き  　 あ 　 き 　 こ

～今月は古城亜希子隊員～

３年間ありがとうございました！

まき
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町に納める収納金の

今月の口座振替日は、

10月25日(火)です。

口座振替日の
お知らせ

※上記の日に引き落としができ
ない場合の再度口座振替日は、
11月10日(木)となります。
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り
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と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

日 曜日 主な行事 保健衛生行事
社会福祉協議会

配食・給食 いきいきデイ

2 日
くいしんぼマラソン in 仁淀川町

（大渡ダム公園 9:00スタート）

3 月 健康相談（相ノ谷集会所 10：30 ～） 配食 相ノ谷

4 火 戸立

5 水 配食・給食

6 木 安居

7 金 秋の総合健診（旧吾川中学校 7：30 ～） 配食 潰溜

9 日
池川大運動会（池川小学校校庭 9:00 ～）
星ヶ窪まつり（星ヶ窪キャンプ場 10:30 ～）

10 月
金子直吉翁たたえる祭り

（山村自然楽校しもなの郷 10:00 ～

11 火 配食

12 水 配食・給食

13 木 谷山

14 金
行政・人権・心配ごと相談

（仁淀多目的研修集会施設 10:00 ～）
健康相談（下名野川集会所 10：30 ～） 配食 下名野川・高瀬

17 月
行政・人権・心配ごと相談

（仁淀川町中央公民館 10:00 ～）
健康相談（名野川自然環境活用センター10：30 ～） 配食 名野川

18 火 大西・西古城山

19 水 配食・給食

20 木
行政・人権・心配ごと相談

（池川保健福祉センター10:00 ～）

21 金 健康相談（坂本地区多目的集会所 10：30 ～） 配食 北川・坂本・下川渡

24 月 健康相談（大屋集会所 10：30 ～） 配食 大屋

25 火 健康相談（高齢者生きがい発揮施設 10：30 ～） 用居・中宮

26 水 配食・給食

27 木 乳幼児健診（仁淀川町中央公民館 13：30 ～14：00）

28 金 配食 寺村

31 月 配食 上名野川

1 火 大野・戸立

2 水 配食・給食

4 金 配食 中村

5 土
池川文化祭展（池川コミュニティーセンター
4 階大ホール 9:00 ～　7日まで）

7 月 健康相談（樫山集会所 10：30 ～） 配食
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　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。
　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「池川茶園の茶畑ほうじ茶パフェとお茶セッ
ト」を正解者の中から抽選で３名様に。

 （当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成28年9月1日現在

人　口 5,808人（-20）

男  2,710人

女  3,098人

世帯数世帯 3,151人（-8）

8月中の届出

転入  11人   転出   22人

出生   1 人   死亡   10人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成28年10月1日発行（No.135）
編集　仁淀川町広報編集委員会
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☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/
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ふたば保育所・別府小学校合同の

運動会「かけっこ」での様子。

保育士のスタートの合図を真剣な

表情で待っていました。

（ふたば保育所・別府小学校

合同の運動会　9月 24日撮影）

第135回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　10/14（金）必着表

紙
の
写
真

☆
た
て
の
カ
ギ

1

　山
の
草
木
が
美
し
く
紅
葉
し
た
さ
ま
の

比
喩

2

　顔
面
の
表
情
な
ど
を
通
じ
て
、
直
観
に

よ
っ
て
相
手
の
心
の
中
を
読
み
取
る
術

3

　カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
と
き
に
使
い
ま
す

4

　香
川
県
は
○
○
○
県

8

　桃
栗
３
年
○
○
８
年

10

　何
ら
か
の
物
事
や
過
去
の
出
来
事
を
記

念
す
る
日

11

　さ
つ
ま
い
も
な
ど
を
輪
切
り
に
し
た
面

に
文
字
や
絵
を
彫
り
、
墨
や
絵
の
具
を

使
っ
て
紙
や
布
に
押
す
も
の

13

　夏
の
次
の
季
節

14

　「
○
○
に
小
判
」
「
○
○
の
手
も
借
り

た
い
」

16

　畑
に
、
物
を
植
え
る
た
め
、
幾
筋
も
土

を
盛
り
あ
げ
た
所

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1

　声
の
よ
さ
や
歌
の
う
ま
さ
を
自
慢
に
す

る
こ
と
。
○
○
○
○
○
大
会

5

　○
○
職
・
○
○
員
・
○
○
割

6

　部
屋
に
空
気
を
入
れ
た
り
、
景
色
・
様

子
を
見
た
り
す
る
た
め
の
穴

7

　長
さ
が
全
て
同
じ
四
角
の
こ
と

9

　物
事
を
あ
ま
り
気
に
せ
ず
心
配
性
で
な

い
こ
と
。
気
楽
な
こ
と

10

　普
通
と
特
に
様
子
が
変
わ
っ
て
い
る
こ

と

12

　雨
上
が
り
に
空
に
見
え
る
七
色
の
○
○

13

　き
ん
ぽ
う
げ
科
の
多
年
生
植
物
。
葉
は

羽
状
に
裂
け
、
春
、
赤
・
紫
な
ど
の
花

が
咲
く
。
八
重
咲
き
も
あ
る

15

　集
め
た
金
銭
を
入
れ
る
箱

17

　い
ぬ
科
の
獣
。
体
は
細
く
、
尾
は
太

く
、
毛
色
は
薄
茶
。
人
を
ば
か
す
と
言

わ
れ
る
。
ま
た
、
稲
荷
の
神
の
使
い
と

さ
れ
る

18

　ガ
ラ
ス
や
陶
器
を
材
料
と
し
た
容
器

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

・
応
募
者
数

 21
人

・
正
解
者
数

 21
人

・
当

選

者

 小
笠
原

　哲
輔（
高
知
市
）

 

内
田

　和
孝

　（
高
知
市
）

 

小
笠
原

　浜
子（
狩
山
日
浦
）

 

野
々
宮
美
代
子（
竹
谷
）

 

中
内

　康
博

　（
相
能
）

ごめい福をお祈りいたします
氏　　　名 年齢 死亡月日 地区名

杉本　一男

青木喜代政

西森　繁香

源 　 盛 男

神岡　麻美

96

86

92

86

103

8月  8日

8月10日

8月12日

8月16日

8月17日

別枝中村

下土居

奈呂

川内谷

中宮第一

氏　　　名 年齢 死亡月日 地区名

山本　秋惠

岡本　門巳

大石　忠雄

猪野　佳子

池内　重春

94

93

81

80

85

8月27日

8月29日

8月31日

9月  8日

9月15日

あがわ荘(越知町)

大平

川口

潰溜

見ノ越

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル

　日本一の清流と朝霧の中

で育まれた茶葉をベースに

したソフトクリームやゼリ

ー、自家製茶団子などを贅

沢に盛り合わせた、お茶の

香りを存分に楽しめる和風

パフェを「お茶」とセット

でお楽しみください！

「
茶
畑
ほ
う
じ
茶
パ
フ
ェ
と

　
　
　
　
　
　
お
茶
セ
ッ
ト
」を
３
名
様
に
！

池川茶園
〒７８１－１６０６　

高知県吾川郡仁淀川町土居甲695-4

☎＆FAX　３４－３１００

営業時間：10時～17時（不定休）

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼ ：゙http://ikegawachaen.jp/

いつものお茶がパフェに

し
ょ
う

い
な
り
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「
結
婚
50
年
」喜
び
か
み
し
め
る
第
59
回
金
婚
式

「
結
婚
50
年
」喜
び
か
み
し
め
る
第
59
回
金
婚
式

　闇
夜
に
光
る
炎
の
輪

　伝
統「
谷
山
の
火
回
し
」

生
誕
150
年
金
子
直
吉
翁
た
た
え
る
祭
り
を
開
催
し
ま
す

　高
知
家
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

阿部豊繁さん（百川内）作製のかかしで、林道を通る人の目
を楽しませています。
以前に作ったものの評判が良くて面白いからというのが作
製理由だそうです。
（場所：大西地区　林道下土居・桧谷線沿い）


